
Dell│Strategy

8

VDIプロジェクトを成功に導くためのポイントとは？

デルのVDIソリューション
コンピューティングの中心に位置するのはエンドユーザです。そこでは、デバイスありきではなく、エンドユーザの利用シーンを徹底して理
解し、企業が何を達成しようとしているのかというゴールを見極め、それに最もふさわしい技術や機能を提供することが重要となります。こ
のコンセプトに基づき、デルは「デスクトップ仮想化（VDI）ソリューション」を拡充させています。本稿では、VDIを導入していくにあたって
検討しなければならないポイントと、デルのソリューションの優位性について、2人のエキスパートが解説します。

デスクトップ仮想化を成功させるためには

デスクトップ仮想化の検討要素を洗い出す！
企業・組織がデスクトップ仮想化を成功させていくためには、さまざまな検討要素が発生します。実際、デスクトップ仮想化
の導入に際しては、下記のように多くのレイヤーにまたがって検討すべき要素が存在します。

Step

1

デル株式会社
エンタープライズソリューション事業部門
エンドユーザーコンピューティング事業部
ソリューションエンジニア
成田孝弘氏

「ビジネス環境の変化に対応可能な競争力のあるエンドユーザー環境は、デバイス単体で実現できるもので
はありません。エンド・トゥ・エンドで IT環境全体を最適化するという視点のもと、デスクトップ仮想化を検討
することが重要です」

デスクトップ仮想化の検討要素

アプリケーション
ファイル データベース E-mail 法令重視

リッチ
コンテンツ

どのようにして、
社員が必要とする
ソフトウェア環境を提供するか？

エンドポイントデバイス
モバイル クライアント タブレット

どのようにして、
社員が利用するデバイスの
セキュアな環境を提供するか？

仮想化
ソフトウェア

どのようにして、
利用目的に適した
ハイパーバイザーを選択するか？

データセンタ
インフラストラクチャ

ストレージ サーバ ネットワーク

どのハードウェアを、
所有からサービス利用に、
切り替えるべきか？

構築 設計 構築
どのような
運用体制に
切り替えるべきか？

運用保守



9

ユーザの業務を区分する！
デスクトップ仮想化の導入にあたっては、まずは社内ユーザごとに業務の内容を区分し、具体的な導入ターゲットを見極め
ていくことが必要です。そのうえで複数あるデスクトップ仮想化の手法から適切な手段を選択していきます。

適切な仮想デスクトップサーバ方式を選択する！
一口にデスクトップ仮想化といっても、VDI型（仮想デスクトップ）、SBC型（サーバベースのセッション仮想化）、RDS型
（リモートデスクトップ）など、さまざまな方式があります。しかし、デスクトップ仮想化の導入を「型」から入ってしまうと、さ
まざまな製品のベンダーごとに異なる「シナリオ」に振り回され、エンドユーザの現場に混乱が生じたり、導入・運用コスト
が予想以上に膨らんだりしてしまうケースがあります。適材適所でソリューションを組み合わせていくことが重要です。

Step

2

Step

3

「デルでは、企業がデスクトップ仮想化によって『本当に求めていることは何か』を把握するため、ワークショップを通じて細かくヒアリ
ングすることから始めています。対象となるユーザーの業務を区分し、利用シーンを掘り下げて理解します。その上でユーザの属性
や業務ごとに必要とされるアプリケーションやコンテンツ、周辺機器を洗い出すとともに、VDI型、SBC型、RDS型のいずれの方式
が適しているのかを見極め、ソリューションモデルを定義します」（成田）

ユーザの業務を
区分する

ユーザ業務の種類を
元に、必要な設定を
定義する

ユーザプロファイルを
元に、ソリューション
モデルを定義する

1 2 3

タスクワーカー
例：コールセンタ

オフィスワーカー
例：本社作業者など

パワーワーカー
例：エンジニア／マーケ

モバイルワーカー
例：セールスマネージャ

アプリケーション

周辺機器 コンテンツ

VDI型
（仮想デスクトップ）

RDS型
（リモートデスクトップ）

SBC型
（サーバベース）
（セッション仮想化）

など

デスクトップ仮想化の検討要素

VDI型
・ユーザ個別にOSを準備
・クライアントOSを利用

VMWare View

RDS型
・サーバOSを共用利用
・デスクトップ配信のみ

マイクロソフト
リモートデスクトップサービス

Citrix XenDesktop

SBC型
・サーバOSを共用利用
・ユーザ個別のフォルダ利用可
・アプリのみの配信も可能

Citrix XenApp

サーバ側（仮想化環境） アクセス端末（クライアント環境）
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Citrix XenApp 管理レイヤ

Windows Server
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Terminal Service 機能

Windows Server

シンクライアント
ゼロクライアント

モバイル
シンクライアント

スマートフォンやタブレット
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デルのVDIソリューションの優位性

トータルソリューションラインナップを用意
VDI実現にあたって重要となるのは、選択肢の広さです。対してデルでは、エンドポイント・デバイスのみならず、サーバ、
ストレージ、ネットワークからモニタまで、幅広い製品群をお客様のニーズに応じて提供することができます。

Point

1

デル株式会社 
エンタープライズソリューション事業部 
エンドユーザーコンピューティング本部
エンドユーザーコンピューティング・スペシャリスト
安木秀和

「デスクトップ仮想化は、エンドポイントからシステムインフラまで、デルがトータルソリューションを提供でき
る分野です。デルが従来から手がけてきたデスクトップ「OptiPlexシリーズ」、ノートブック「Latitudeシ
リーズ、Vostroシリーズ」、モバイルデバイス「XPSシリーズ」、そしてワイズテクノロジーのシンクライアン
トやゼロクライアントが加わったことでラインナップが大幅に強化、多様なエンドポイント・デバイスを企業の
ニーズにあわせて提供することが可能となりました」

携帯端末

自宅パソコン

スレートPC

オフィスPC

Dell
Wyse端末

セキュリティ
ゲートウェイ

（SonicWALL）

SSL-VPN

SaaS

オフライン

チェックイン
バックアップ
ロールバック

チェックアウト

無線LAN
（ARUBA）

仮想デスクトップ
配信
XenDesktop
VMware View

コネクション
ブローカー

アクティブ
ディレクトリ

SaaSや
配信した

アプリケーションと
組合せて

VDI環境で利用可能
・ERP
・O�ceアプリケーション
　　　　　　　　　　他

サーバ仮想化
vSphere
Hyper-V
XenServer

マスターイメージ
Provisioning Svr
View Composer

アプリケーション配信
XenApp
App-V
ThinApp

Hypervisor

リソース集中化

データ
リプリケーション

高速NW
（Force10）

ファイルアクセス

Fabric

データ階層化
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VDIソリューションをエンド・トゥ・エンドで支援
デルは製品、ソリューションの提供だけでなく、国内外で実績のある「ベストプラクティス」をフル活用しながら、ワーク
ショップから保守・運用・監視に至るまで、お客様の企業競争力向上にご活用いただけるVDIソリューションをエンド・トゥ･
エンドでご支援させていただきます。

利用シーンに合った多様なデバイス環境を充実の取り揃えでご提供
デルはデスクトップからラップトップ、モバイルデバイス、さらにはシンクライアントやスマートデバイスなど、多彩なエンド
ポイントを取り揃えています。

Point

2

Point

3

ワークショップ アセスメント
プルーフオブ
コンセプト
（PoC）

設計 & 提案 構築･導入 保守･運用･監視

利用シーンと
プライオリティを
洗い出し

専用ツールで
ＩＴ環境分析

検証環境で
適合性評価

実績ある
設計手法

豊富な
導入経験

運用管理、
監視、保守

お客様の
IT戦略に寄り添って

ROI分析
コンサルティング

プロジェクト管理と
運用保守ノウハウ

実績ある設計手法と
ソリューション選定

デスクトップ
OptiPlexシリーズ

ビジネスクラスの
ハイパフォーマンス

ラップトップ 
LatitudeとVostro

モバイル
プロフェッショナル

モバイルデバイス
XPSシリーズ

ウルトラモバイル

シンクライアント
Dell-Wyse ブランド

クラウド対応
次世代型クライアント

さらにVDIのテクノロジを活用すると、
さまざまなスマートフォンやタブレットを利用して「いつでも、どこからでも」
外出先でも安心してセキュアに業務を遂行できます Wyse社と統合

シンクライアント製品を強化

2012

「デルは、企業の個別ニーズに即して、これらの最新のデスクトップ仮想化技術も
柔軟に提供していきます。管理性向上の観点から、モバイルデバイス管理アプラ
イアンスの『Dell KACEシリーズ』と連携させたオプションの整備も進めていま
す。デスクトップ仮想化は、自社 ITを改善するだけではありません。PC環境全体
が高度化され、ITをより戦略的に活用し、企業競争力を高めるためのツールとなり
ます。今後もデルは、サービスを含めた包括的なソリューションを積極的に展開し
てまいります」


